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は 7 ％，逆行性脳灌流法を用いた場合は 8.5 ％であり，依然として高い発症率であること
が示された（Okita et al, 2015）. 弓部大動脈全置換術は弓部大動脈瘤に対する標準治療
であるが，合併症，特に脳合併症を減らし，いかに手術成績を向上させるかが依然大きな課
題といえる． 






2010年 1月から 2016 年 6月の間に、横浜市立大学附属市民総合医療センターで弓部大動
脈瘤破裂の救急症例を含む、弓部大動脈全置換術を施行された症例のうち、脳合併症リスク































造影 CT 検査 47 例を有し、内 37.8%が Shaggy Aorta（重度粥状動脈硬化性病変を有する
大動脈）であった。緊急症例を含む全症例の 30日間死亡率は 2.1%、待機手術症例では 0%で
あった。術後脳神経障害を 3例(6.3%)に認めたが、待機手術症例では 1例(2.6%)であった。
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